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国際学科 人文学系 語彙力 及び 計算力
日本文学文化学科 人文学系 語彙力 及び 計算力
心理学科 人文学系 なし
こども発達学科 保育・児童系 語彙力 及び 計算力
服飾造形学科 「学ぶ力」の基礎 なし
健康栄養学科 食物・栄養系 語彙力 及び 計算力
家政福祉学科 生活・人間系 語彙力 及び 計算力







両受験者 増減 増減 増減
国際 -3.4 -4.2 +0.8
日本文学文化 +1.6 -1.2 -0.7
心理 0.3 -4.0 -1.3
こども発達 -1.5 -3.5 -1.1
服飾造形 -1.3 -5.1 -1.1
健康栄養 -0.5 +3.0 -1.4
家政福祉 -0.9 -5.1 ±0.0
全体 -0.6 -1.3 -0.550.9 50.3 57.9 56.6 57.1 56.6
52.5 52.0 66.7 69.7 60.3 58.9
50.0 49.1 57.7 52.6 53.6 53.6
51.2 49.7 59.0 55.4 57.4 56.3
47.2 45.9 53.4 48.3 53.9 52.7
52.9 54.5 53.4 52.2 55.4 54.7













49.4 46.0 51.3 47.1 58.7 59.5
※「学ぶ力」の基礎　テキストは、分野を限定しない内容で構成されている














去の大学入試問題を活用して作成した。数的処理は小学校 4 ～ 6 年生算数とSPI試験（企業による就職試
験の一種）内容からオリジナル問題を作成した。
表 2 に28・29年度のテスト結果について学科別平均点を示した。国語と数的処理は同問題で 4 月と 2













































国際学科 人文学系 語彙力 及び 計算力
日本文学文化学科 人文学系 語彙力 及び 計算力
心理学科 人文学系 なし
こども発達学科 保育・児童系 語彙力 及び 計算力
服飾造形学科 「学ぶ力」の基礎 なし
健康栄養学科 食物・栄養系 語彙力 及び 計算力
家政福祉学科 生活・人間系 語彙力 及び 計算力
看護学科 医療・看護系 語彙力 及び 計算力
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件　　数 27年度 28年度 29年度
発　　行 123 201 165
図書カード還元 8 23 8




て 1 時間、 1 または 2 回完結型、定員は10名程度、お茶を飲みながら教員と学生の対話形式とし、学生
と教員がカジュアルに交流する「面白い」「楽しい」学びを目指した。1 ～ 2か月前から学内各所にポスター
（図 1 ）を掲示し、前日18時締め切りの申し込み制（ラーニングステーションが管理）で実施している。
表 4 に 3 年間に実施したカフェ講座を示した。原則として専任教員が担当し、27年度に試行して学生の
参加状況を確認した上で、 2 年目以降は学生ニーズにも応えて講座を増やした。当初、リメディアル教育
は初年次教育と位置づけて 1 年生のみを対象と考えていたが、実際には、就職活動や公務員試験などを意

































件　　数 27年度 28年度 29年度
発　　行 123 201 165
図書カード還元 8 23 8












































27年度 28年度 29年度 担当教員（敬称略）
日本語力（文章表現・
語彙・作文）向上
34 56 15 伊藤茂※
英語文法復習 8 20 18 高久田
数的処理（計算力）向上 41 13 20 湊
時事問題
カフェ
























－ － 19 菱田
















































































用語や慣用句、新聞に頻出される言葉を毎日 5 語ずつ、週に 4 日スマホに送られる問題に解答する形式の
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語彙・作文）向上 34 56 15 伊藤茂※
英語文法復習 8 20 18 高久田
数的処理（計算力）向上 41 13 20 湊
時事問題





















（学校ボランティア含） － － 19 菱田







































対象 ： 早期入学決定者 対象 ： １年生（上級生含む）
図２ 構築プログラムの概略 図２　構築プログラムの概略
和洋女子大学紀要　第60集192
ある。けれども、責任持ちコマを超えて授業を担当している教員も多く、それ以外の大学業務も増えつつ
あるなか、疲労が重なっていく。教員の疲弊は、授業と同様に本プログラムでも深い検討や見直しを困難
にし、研究や教育の質の低下を招くことは言うまでもない。自己反省でもある。今後、効果的なリメディ
アル教育を推進していくためには、大学の全体計画の中で適切な協力教員体制の構築、とりわけ研究・教
育の時間を保障してシステムを整えていくことが肝要となる。学生対応を担う職員スタッフも同様である。
おわりに
　最後に、今後の展望を示しておきたい。入学前フォロー教育と新入生サポート教育を軸に始めたリメディ
アル教育のトライアルであったが、プログラムを学内に公開すると2年生以上の学生からも受講希望が多
く出された。そのため、先述したように初年度の途中から新入生以外にも門戸を開いた。以後、新入生以
外の受講割合の増加が顕著である。自己の学習スキルを多様な場で高めたいと考える学生が少なくない。
そのような学生の支援と、さらに学生の潜在的な意欲を引き出すことを目的に、リメディアル学習を包括
した授業外学習を促進させる仕組みへの拡大発展が望ましいと考える。すでに28年度からはこれを視野
に入れて取り組んできているのだが、さらなる強化を図りたい。例えば、基礎力向上のプログラムに加え
段階的なスキルアップの学習機会の設定、また、学生の教育活動実践を奨励するプログラムなどが想定さ
れる。これらもWARAKAポイントで評価し、わずかではあるが経済的にも支援するのである。
　一方で、この 3 年間の成果をもとに、平成31年度から正規授業の共通総合科目に「ベーシックラーニ
ング」を科目導入するに至った。この科目では、日本語読解や計算課題などを題材に大学生としての視点
で学び、人文科学や自然科学など幅広い視野や考え方を身につけることを目標としている。また、全学教
育センターは、平成30年度から教授会組織として確立され専従の教員も配置された。分担してラーニン
グステーションでの学生対応の充実に努めている。今後はさらに教員力を高めて、日本語に関連する基礎
学力の向上と、幅広い教養系の楽しい学びの体験をもとに、「大学生」としての学びを向上させたい。今
後も「学びが自信に☆ラーニングステーション」のキャッチフレーズ通り、この取り組みで得られた知見
を元に学生サポートを継続し、和洋女子大学学生の基礎学力向上に貢献することを目指したい。
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